
                           日時：平成１４年９月２７日（金）１０～１２時 2～4校時

活動場所：学年フロア      

                      児童数：４学年４９名（男子25名、女子２４名）

                          学習援助者：茂原君子、安藤謙一（県福祉教育推進員）

        小林広美、小代美智子（担任教諭）

坂本晃一（県社協）

   本活動案作成者：県社協 坂本

1． 活動名（単元名） 

  協力・スマイルレンジャー～スマボラ作戦であったか町づくり～

2． 学習援助目標 

担任教諭が想定している「活動の目標」は次のとおり

３． 学習援助計画

· 昨年度に、現５年生から現４年生へ「ひまわりっ子タイム」の成果発表を受けている

· １学期の総合学習テーマは国際理解「世界は広いぞ見たい、聞きたい、伝え隊」

【第一次「出会う・見つける」】

1 昨年度の現５年生の発表会を思い出す。夏休みに福祉の自由研究をする（７月中旬～）

2 夏休みの自由研究成果を発表する（９月上旬）

3 障害のある方と交流を持つ（視覚障害者との交流：9/17、肢体不自由者との交流：9/27本時、聴覚障害者との交流：10/4）

4 交流を通して考えたことを話し合い、障害のある方との関わりを深めるための追求の活動計画を立てる（１０月上旬）

【第二次「追求する」】

1 課題別グループで調べ学習を進める（１０月下旬）

2 学習援助者（９～10月に交流した障害者ら）を再び招待し、新たな疑問を聞いたり取組みについて助言をもらったりする（10/31）

【第三次「ふり返る・伝える」】

1 調べて分かったことをまとめる（１１月上旬）

2 調べたことを発表する（現３年生・５年生を招いて発表）

【第四次「広げる・深める」】

1 単元の学習を振り返り、次の活動への見通しを持つ（12月上旬）

· ３学期の総合学習テーマは「共に生きる」（1学期の外国人・２学期の障害者とのふれあいを通して考える）１０時間

４．本時の援助目標 

  ２学期の総合学習（福祉）30時間のうち、本時は児童が学習の中で福祉に“触れる”「導入段階」となる。そこで、上記学校設定目標を踏まえ、本時に関わる福祉サービス利用者２名の障害部分でなく、生活談を通した２名の人間的魅力に子どもの興味関心をひきつけさせることとしたい。狭い福祉観を植え付けず、あえて型にはまったプログラムのしかけをせず、利用者との自然なふれあいを通してお互いにコミュニケーションをとる大切さ、相手を知る楽しさを味わえるようにする。そのことを通して、共生社会の意味とそれを実現するための「共に生きる力」の育成のきっかけとしたい。

５．本時の援助過程 

《２～３校時》

時間
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名
学習活動内容
学習援助者
◇準備品・◆留意点

10:00～

(5分)
①準備
1 はじめの言葉（４年実行委員：１分）

2 学習支援者の紹介と活動のめあての確認

（小代担任：４分）
担任


10:05～

10:20

(15分)
②福祉って何だろう？《ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ》
①「ふだんのくらしのしあわせ＝福祉」という簡単な説明（５分）

2 コミュニケーションゲーム「バースディチェーンを作ろう！」（１０分）

（ルール）

・誕生日の人の輪（１月から12月まで順番に）をみんなで作る。

・喋ってはだめ。その他の表現なら何でもOK

・茂原さん、安藤さん、担任、オブザーバの一部にも入ってもらい一緒にゲームしてもらう
（主）

坂本

（副）

茂原

安藤

担任


◇坂本は高齢者疑似体験用具を装着して登場、アイマスク・白杖実演も担任にしてもらい、子どもにｸﾞｯｽﾞを紹介→今後の調べ学習の素材の一つを提供する。

◇学年フロアを広く使えるために机椅子は隅に片づけておく

◆この後に援助する安藤・茂原氏と子どもがゲームを通して関係づくりをしておく

◆コミュニケーション方法は様々、相手に合せ・知ろうとする気持ちが大切（手話などの技法はそこから出発）ということを体感させる。

10:20～

10:50

(30分)
③茂原さんを知ろう！

《講話Ⅰ》
1 茂原さんによる生活談（20分）

（生い立ち、障害、在宅生活、勤務施設などについて、障害者手帳や活動写真を写しながら楽しく話してもらう）

2 車椅子スラローム実演（１０分）

１）茂原さんのデモンストレーション（障害者スポーツ国体金メダリスト）

２）子どもの代表希望者も実際車椅子に乗って行ってみる
茂原


◇学校が準備するもの：OHC、ワイヤレスマイク、小コーン、マット２、踏み切り板４

◇県社協が準備するもの：車椅子１台

◇茂原さんが用意するもの：写真、障害者手帳など

◆スラロームコースは予め茂原さんと相談しておき、生活談の途中で坂本、担任でコース設営する。

◆話や実演から、茂原さんの障害だけを特化せず、小さい体に秘めているパワーを子どもに感じとってもらう

～休憩（１０：５０～１１：００の１０分間）～

※茂原さんのトイレは、学校には普通トイレしかないため、女性担任の介助のもとトイレ全体を塞いでお願いする。

※福祉体験用具に興味をもった子どもは、休憩中に用具に触れるようにする

《３～４校時》

時間
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容
学習援助者
◇準備品・◆留意点

11:00～

11：45

(45分)
④安藤さんを知ろう！

《講話Ⅱ》
1 安藤さん突撃インタビュー（10分）

 →インタビュアー＆代弁者坂本：安藤さんの生い立ち、生活、思っていることなどを引き出す

2 安藤さん絵画を描く（２０分）

１）安藤さんの描く実演を子どもが見学する

 （５分）

２）安藤さん、茂原さんを子どもが描く

 （１５分）～この間も安藤さん描き続ける

３）安藤さん完成絵画の披露と子どもから感想発表（５分）

４）子ども全員の絵画を壁に掲示し、安藤さんから子どもの描写姿と完成品の評価をしてもらう。（１０分：坂本代弁）
安藤

坂本
◇学校が準備するもの：ワイヤレスマイク、ＯＨＣ（携帯電話や絵葉書を写す）、椅子２脚、《安藤さん用絵画用具》クレヨン、油絵の具用油、ティッシュ、新聞紙、画用紙（Ａ３以上の大きさ）、子ども用画用紙

◇安藤さんが準備するもの：汚れてもよい服・ｴﾌﾟﾛﾝ等、絵葉書、携帯電話など

◆子どもの日常生活と接点のない障害者（安藤・茂原さん）を子どもがどのように描写するか注目する。

◆図画工作科において人物描写が削減された今、人間を豊かに捉え描写する能力を培う

◆描写という安藤さんと子どもとの沈黙のコミュニケーション方法を大切にする。

11:45～

12:00

(10分)
⑤質問タイム
茂原さん、安藤さんへの質問を子どもから自由にしてもらう
茂原

安藤

坂本
◇茂原、安藤、坂本の連絡先を記した「ｱﾄﾞﾚｽｶｰﾄﾞ」を児童全員に配る→今後のつながり（児童による手紙や訪問）に発展させるしかけを残す

12:00～

12:05

(５分)
⑥終わりのあいさつ
1 感想発表（児童代表：３分）

2 プレゼントとお礼の言葉（４年実行委員：２分）
担任


· 後日、感想を全児童に書いてもらう

《昼食時》
12:05～

12:30

(25分)
1 給食準備

2 反省会
1 児童による給食準備（学年フロアにて、担任付き添い）

2 学習援助者＋オブザーバによる反省会（会議室にて）


12:30～


給食交流会
茂原、安藤、坂本が子どもたちと給食を通して交流する。
◆安藤さんの隣りは坂本が座り、食事への配慮をする

◆特に安藤さんの摂食の様子をみることで子どもが障害を持つとはどんなことか目の当たりにする機会となる

■ 準備するものの分担

 小学校 

1 オブザーバ用椅子（学年フロアの後方に設営）

2 ＯＨＣ

3 ワイヤレスマイク

4 スラローム備品（小コーン、マット２、踏み切り板４）

5 椅子２脚（安藤、坂本インタビュー用）

6 安藤さん絵画備品（クレヨン、油絵の具用油、テッシュ、新聞紙、画用紙（Ａ３以上）

7 子ども用画用紙

8 アドレスカード・感想用紙の印刷（全児童分）

県社協 

1 福祉体験備品（車椅子１、高齢者擬似体験用具１、アイマスク１）

2 アドレスカード・感想用紙の原本（事前に学校に送付）

3 撮影用ビデオカメラ・アナログカメラ

茂原さん

① 講話備品（写真、障害者手帳など）

安藤さん

1 インタビュー備品（携帯電話、絵葉書など）

2 絵画用汚れてもよい服、ｴﾌﾟﾛﾝなど

これからもよろしくね！(^0^) 



（県社会福祉協議会作成）

あなたがこのじゅぎょうで感じたことを自由に記入してください。

～ご協力ありがとうございました～

男子 ・ 女子 （どちらかに○印をつける）

さいたま市立常盤北小学校 ４学年


「総合的な学習（福祉）～ひまわりっ子タイム～」活動案





私たちのアドレスカード





９月２７日「ひまわりっ子タイム」


感 想 用 紙（さいたま市常盤北小 4年）











１．「共に生きる力」の育成……障害のある人々や支える人々とのふれあいを通して、思いや生き方を理解し、共に生きていこうとする力を身につける


２．「問題を解決する力」の育成……自分で選択した調べ学習や体験学習などを通して、学んだことを自分なりの方法で表現していくことができるようにする。


 ① 発見力   ② 追求力  ③ 表現力


本時では、特に２－①「発見力」を障害をもった様々な人とのふれあいの中で育成することが想定されている。








茂原 君子（もはら きみこ）


〒360





安藤 謙一（あんどう けんいち）


〒3 











坂本 晃一（さかもと こういち）


〒338-8529 さいたま市針ヶ谷4-2-











